
第33回総会〕 被　服　101

B 19 経月喬化K k もrj り扮諦め休型め芦原

　　　　京貧女大或就　○山名佐了　磁谷八貳孚　朗郡和だ　斧副っゆ了

　　　　相歳々矩火　　　中野嫉孚

　目的　将棟友丿体型,･;あり姶辞の友服|く冊ずる生満満凶関^い■i奪ぐ　ぃ5 だ規格仏さ.≪. 民

サイズ｀ごえも九い現収-CヽSりPa . そこで筆名いJ分婦の身体計測i行い延月爰化K ＼^.も洵ウ

修娠冰.Siり鮮細rj侑穀１杷征して，jll合煮め島い碧婦用威服の設計,りμおぐ基浸貿料M i/

人多ぞg] の利用に祝すやこt £ 日≪-!]どす台。

　方宏　漱験老13-1180年7 ^～1181耳4- 月にφ'T I .t.節が斟め鼻傑人群表院に樹診ヽべ絃れ

恢誰娠ワ湛かツ式鼻にゑタ楡婦looo人rヽあi>. u ぶ牟遡闇毎め計刎のれめ. 資料の

ik% り最角ワ町め計護蝿妾ん奴延ぺ蜀教である。漱験#いの到か?3o才末痢で■＼，漸休め劫χ

y^初寡婦-cヽゐ心..計刺場卵f体型変叱り把極ぶぷび衣服叔計K 必曹ri 項詞ﾋし^、商談，

周趣，俤賑，長延々岬化合計4 頌目でヽ為る。

　結果　1. 体型|て関して詳細ね橋報を将ゐ六Jりで2 項a間め相闇マトりヽ■) クス£求めて

;§-姶策月数廓の体,型吏尼£槍討レ札裳どえば，表珂体型乾もの冽うれrJい3 p･月で･熹相

闇であっ民昴祉貳＼ii ヵμで最鳶o,5^側関係数をそ,す項恥?、吸状延!i晨径^め間に^うれ

Ｒ。まK 3 7･月々ヽ0.むく,上めあい鼎関左ポレ■ftもり鳶パo u月でヽ最低0ぎめ側闇登載を系T 頌

g 1?、まぺ奢昴の哭貳斌ヒ澗症£め廊祐Kみう,れ久，こめJ -7 /'貳型気心L i.も・区条べな

ろ郎廬とitく埓う節植貳わうわ水ゐ。2. 多教場屑閉め振合的楠畿／月別変仏£得う仄

おに未成冷冷新島行い, 因了負荷量／)斥置石JT びふ戒弁別のスコアV破封レに。

3. 7うI'同一人力狐月友化すう体型め特機:£拝レｄ

向^忽握す･りこヒ鳶乙 ? K. 胴刻, fi.0＼･i;月別々増那め声いヽ外までヽ函φ。

B 20 衣服原型肩蔵斜に￥えるべ体因子について

丈化女大家政　〇砥尾礼子　三告満椎'子

　目的衣服の人体への為合を考えると5-肩舒の適冶ヽはー叢時の美的効果から季求され

ると同時に徊!力楳鳶既の莫て瞳零な間題とあるといえる。本研免では、その蔦膜6勺鉄じ隋と

して衣服原型の漸傾斜角度にかクリつりをもつ人体静立時の形態国子乞探ること乞目的に行

な7 た。
　方汰胸囲s2~8ぶ｡''‘の,人伴(2ド22才々Ｅ)から登教りL 7l4Ei膏豪6体左ﾓﾃI″Jﾚとし、

その形島囚子を勿々の方向から贅ｔ化し、衣厦原型易磯斜どの閔任を拙虫し、その聞脅､式

乞家め位。形魅圀子の言十j11方洙としてほ①伴禾の角良乞内度計ち､よ叔写茸からの測衆によ

つて友める②スクイデ'ｲ､ﾝｸ¨ゲ一ジによ='て求めた水平跨面圀七の上部胸郭の碩斜を求め

る⑤ﾒｙﾔ―により各射剥矣聞(巧c長計剣

吏へ叫哨角度とかかわりが大Lさい．瓦)犀型展開図の前後肩
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－ツ量は眺肩度､肩甲骨(7り支出､の度高包ｲﾔゑする数値とｵ目関

霖ayJ;ヽよμ後ろ身哺肩r


